










1970 年代後半には、国連において生産物分類の策定作業が開始された（United Nations 2015, 
vii-viii）。国連の中央生産物分類（Central Product Classification：以下、ＣＰＣと略記する）は、暫
定版が 1991 年に公刊され、さらに第 1 版が 1998 年に公刊された。 
2015年に公刊された第 2.1版では、その主たる目的を「すべての経済体における生産活動の結
果である財及びサービスを分類すること」（United Nations 2015, iii）としている。現在、これと同様
の目的を持った生産物分類としてアメリカ合衆国・カナダ・メキシコの北米生産物分類体系（North 
American Product Classification System：以下、ＮＡＰＣＳと略記する）や、ＥＵの活動別生産物分
類（Classification of Products by Activity：以下、ＣＰＡと略記する）等が開発されており、統計作成
などにおいて活用が進められている。これに対して、我が国では、現在、統計を商品別に表示する
場合の標準として日本標準商品分類が存在するが、同分類は輸送可能な財分野のみでありサー














我が国における生産物分類に関する議論は、2009 年 3 月及び 2014 年 3 月に閣議決定された
「公的統計の整備に関する基本的な計画」（以下、「基本計画」と略記する）を通じて進んだ。 
2009 年の第Ⅰ期基本計画では「日本標準商品分類におけるサービスの取扱い、従業上の地位
                                                  











































































終案となるまでには、少なくとも 2 回の研究会で議論が行われることになる。 
  
表 1 生産物分類策定研究会の日程と主な議題（2018 年９月までの開催分） 
回  開催日  主な議題  回  開催日  主な議題  
第 1 回  2017/5/26 生産物分類策定研究会の開催  
第 11 回  2018/4/24 L 学術研究，専門・技術サービス業  M 宿泊業，飲食サービス業  第 2 回  2017/6/20 分類構成の在り方  
第 3 回  2017/7/28 生産物分類の策定に関する意見  
第 12回  2018/5/28 
O 教育，学習支援業  
F 電気・ガス・熱供給・水道業  
L 学術研究，専門・技術サービス業  
第 4 回  2017/9/15 生産物分類策定の基本的な考え方  
第 5 回  2017/10/25 生産物分類策定の基本的な考え方  
第 6 回  2017/11/20 L 学術研究，専門・技術サービス業  第 13回  2018/6/26 N 生活関連サービス業，娯楽業  
第 7 回  2017/12/22 H 運輸業，郵便業  
第 14回  2018/8/9 P 医療，福祉  K 不動産業，物品賃貸業  
第 8 回  2018/1/30 L 学術研究，専門・技術サービス業  M 宿泊業 ,飲食サービス業  
第 15回  2018/9/6 G 情報通信業  O 教育，学習支援業  
第 9 回  2018/3/6 F 電気・ガス・熱供給・水道業  L 学術研究，専門・技術サービス業  
第 16回  2018/9/20 R サービス業（他に分類されないもの） N 生活関連サービス業，娯楽業  



































































































作成されたのが表 3 中の二次原案に示されている分類案である。 
こうして作成された「法律事務所・特許事務所」の二次原案に関連して、いくつかの意見や質問
が研究会で出された。そうした意見や質問の一つとして、「個人向け」及び「法人向け」という用語














                                                  






































                                                  
4 本社活動は、経営企画、管理、総務、経理、広報、営業などいわゆる間接的な活動である。 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                  
7?ＥＵ統計局及びアメリカセンサス局への照会結果による。 
















811020201? 企業向け本社業務サービス  

















































CPA M? 専門、科学及び技術サービス 












































表 6? 純粋持株会社の売上高又は営業収益（関係会社との間で発生したもの）（百万円）  
区分 概要 売上高又は
営業収益 
受取配当金 保有株式に伴い得られた配当（営業外に該当するものを除く） 2,265,267 





















その他 上記に含まれない収益（営業外に該当するものを除く） 77,263 
合計  3,070,516 















査（平成 ?? 年（???? 年）産業連関構造調査）「企業の管理活動等に関する実態調査? 調査票」
















































出所）総務省政策統括官（統計基準担当）2018b, p.5 を一部修正。 
 


















































表 8? 本社、事業持株会社及び純粋持株会社別の生産物の対応  
生産物分類名 本社 事業持株会社 純粋持株会社 
本社サービス    
? うち管理統括活動 ○ ○ ? ?   ×（注） 
? うち付随的活動 
（人事、会計、広報、調達等） 














表 9? 海外の生産物との定義・範囲の比較  
（統合） （最下層・内訳） 日本 CPC・CPA NAPCS 
本社サービ
ス 
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